
●
村
上 

信
行 

議
員

　
教
職
員
は
月
８
時
間
程

度
の
時
間
外
手
当
相
当
額

に
過
ぎ
な
い
教
職
特
別
手

当
の
支
給
だ
け
で
、
50
時

間
か
ら
１
０
０
時
間
の
超
過
勤
務
を
行

い
、
タ
ダ
働
き
を
し
て
い
る
。
児
童
生

徒
と
の
触
れ
合
い
の
時
間
が
取
れ
ず
、

残
業
に
よ
り
健
康
を
害
し
て
い
る
教
職

員
が
多
い
現
状
を
改
善
す
べ
き
で
あ

る
。
安
倍
政
権
に
お
い
て
は
、
今
秋
に

も
残
業
上
限
規
制
法
を
成
立
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。
共
同
学
校
事
務
室
を
設

置
し
た
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
を
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
委
託
し
た
ら
ど
う
か
。

　
共
同
学
校
事
務
室
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

５
つ
の
中
学
校
区
に
お
い
て
、
小
・
中

学
校
共
同
事
務
室
を
組
織
し
て
い
る
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
に
つ
い
て

は
、
県
教
育
委
員
会
の
指
導
・
助
言
や

他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
、
部
活
動
指
導

員
の
身
分
、
任
用
等
に
関
す
る
必
要
な

事
項
を
定
め
、
部
活
動
指
導
員
の
有
効

活
用
を
図
り
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
た
い
。

教
職
員
の
超
過
勤
務
改
善
策
は
？

答

●
北
村 

貴
寿 

議
員

　
給
付
型
奨
学
金
の
こ
れ

ま
で
の
実
績
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
現
在
の
成

績
条
件
は
、
東
京
大
学
や

京
都
大
学
へ
の
入
学
レ
ベ
ル
に
限
定
さ

れ
、
門
戸
が
狭
す
ぎ
る
。
文
部
科
学
省

の
調
査
で
は
、
学
力
が
高
い
児
童
生
徒

は
高
収
入
世
帯
に
多
い
と
い
う
結
果
で

あ
る
。
緩
和
す
べ
き
条
件
は
収
入
面
で

は
な
く
、
成
績
面
で
あ
る
。
優
秀
な
学

生
が
経
済
的
理
由
で
進
学
を
あ
き
ら
め

な
く
て
い
い
よ
う
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で

の
得
点
率
90
％
を
85
％
に
引
き
下
げ
る

べ
き
で
あ
る
。
　

　
平
成
24
年
度
に
始
ま
っ
た
給

付
型
奨
学
金
の
実
績
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
度
の
大
学
生
１
人
の
み

で
あ
る
。
ま
た
、
学
業
成
績
に
関
す
る

要
件
は
、
運
用
の
問
題
と
な
る
た
め
、

検
討
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
平
成
30

年
度
か
ら
本
格
実
施
と
な
る
国
の
給
付

型
奨
学
金
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
指
摘

内
容
も
含
め
、
制
度
の
あ
り
方
を
全
般

的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

奨
学
金
給
付
制
度
の
条
件
を

見
直
す
べ
き
だ
！

答

●
中
瀬 

昭
隆 

議
員

　
原
爆
と
同
時
に
投
下
さ

れ
た
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
に

は
、
長
岡
半
太
郎
の
子
息

宛
て
に
「
す
ぐ
戦
争
を
や

め
な
け
れ
ば
、
原
爆
の
投
下
は
続
く
」

と
、
米
国
で
一
緒
に
学
ん
だ
科
学
者
仲

間
か
ら
の
手
紙
が
入
っ
て
い
た
。
こ
の

手
紙
は
、
す
ぐ
に
軍
本
部
に
届
け
ら

れ
、
終
戦
を
迎
え
た
。
前
第
21
海
軍
航

空
廠
殉
職
者
慰
霊
塔
奉
賛
会
長
の
神
近

氏
が
執
筆
中
の
書
籍
に
は
、
そ
の
よ
う

な
貴
重
な
手
紙
や
写
真
も
掲
載
さ
れ
る

た
め
、
市
内
小
中
学
生
の
副
読
本
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
第
21
海
軍
航
空
廠
の
歴
史
に

関
す
る
書
籍
の
学
校
へ
の
配
置

に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
内
容
を
把
握
し

て
い
な
い
た
め
、
刊
行
後
に
内
容
を
確

認
し
、
そ
の
時
点
で
対
応
等
を
検
討
し

た
い
。

歴
史
教
育

答
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▼
注
３
：
爆
圧
等
を
測
定
す
る
た
め
の
機
器

市政一般質問

答

●
永
尾 
髙
宣  

議
員

　
大
村
公
園
で
は
、
春
の

「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
を
は

じ
め
と
し
た
数
々
の
サ
ク

ラ
に
続
き
、
今
年
も
「
花

菖
蒲
」
が
見
事
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
に
も
、
玖
島
川
沿
い
の
老
木
の
サ
ク

ラ
を
「
河
津
桜
」
に
植
え
替
え
、
さ
ら

に
新
た
に
「
ア
ジ
サ
イ
」
を
植
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
安
全
確
保

の
た
め
、
玖
島
川
の
護
岸
修
復
、
浚
渫
、

遊
歩
道
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。
今
、

観
光
は
「
花
と
食
」
で
人
が
集
ま
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
玖
島
川
沿
い
の
桜
に
つ
い
て

は
、
老
木
で
樹
勢
の
弱
っ
た
も

の
も
目
立
っ
て
い
る
た
め
、
植
え
替
え

を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
玖
島
川
の
整

備
に
つ
い
て
、
遊
歩
道
に
関
し
て
は
市

道
の
路
肩
の
拡
張
に
よ
る
歩
行
空
間
の

整
備
な
ど
を
検
討
し
、
護
岸
修
復
に
関

し
て
は
石
積
み
の
緩
み
が
一
部
で
見
受

け
ら
れ
る
た
め
、
調
査
・
点
検
し
、
必

要
な
改
修
を
行
い
、
浚
渫
に
関
し
て
は

景
観
上
重
要
な
水
辺
空
間
で
あ
る
た
め
、

状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

大
村
公
園
を
、さ
ら
な
る
花
で

い
っ
ぱ
い
に
！！

●
朝
長 

英
美 

議
員

　
県
下
で
最
低
水
準
の
小

中
学
生
の
学
力
対
策
は

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

学
力
向
上
検
討
委
員
会
の

設
置
は
可
能
か
。

　
学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
幼

稚
園
等
と
小
学
校
間
及
び
小
学

校
と
中
学
校
間
の
連
携
に
よ
る
継
続
的

で
系
統
的
な
改
善
を
進
め
る
た
め
、
大

村
市
幼
保
小
・
小
中
連
携
・
一
貫
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
設
置
し
て
い
る
。

こ
の
会
議
を
通
じ
、
学
力
向
上
に
不
可

欠
な
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
や
小
１

プ
ロ
ブ
レ
ム
、
中
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
を
解

消
し
、
安
定
し
た
落
ち
つ
き
の
あ
る
継

続
し
た
学
習
活
動
を
全
て
の
児
童
生
徒

に
保
障
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

答

●
宮
田 

真
美 

議
員

　
総
合
運
動
公
園
を
利
用

す
る
市
民
か
ら
、
「
日
よ

け
に
な
る
も
の
が
な
く
、

日
差
し
が
き
つ
い
の
で
木

を
植
え
て
、
木
陰
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
市
の
見

解
を
尋
ね
る
。
ま
た
、
現
在
テ
ン
ト
が

２
張
り
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
誰
で
も

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
簡
易
テ
ン

ト
を
準
備
し
て
、
市
民
に
広
く
知
ら
せ

て
ほ
し
い
。　

総
合
運
動
公
園
の
日
よ
け
対

策
と
し
て
、
公
園
内
に
樹
木
を

植
栽
し
て
い
る
が
、
ま
だ
十
分
な
木
陰

を
提
供
で
き
て
い
な
い
。
現
在
整
備
途

中
で
あ
り
、
当
面
は
貸
し
出
し
用
テ
ン

ト
の
利
用
を
お
願
い
し
た
い
。
な
お
、

テ
ン
ト
は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
る
が
、

利
用
の
際
は
、
保
管
倉
庫
の
鍵
を
シ
ー

ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
に
受
け
取
り
に
来
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
簡
易
テ
ン
ト

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
が
、
小
型
テ

ン
ト
等
の
導
入
や
、
夏
季
の
一
定
期
間

に
テ
ン
ト
の
常
設
を
検
討
す
る
。

総
合
運
動
公
園
の
日
よ
け
対
策

に
つ
い
て

答

●
朝
長 

英
美 

議
員

　
野
岳
湖
公
園
に
つ
い
て
、

年
間
利
用
者
数
と
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置
は
可

能
な
の
か
。
ま
た
、
森
園

公
園
に
つ
い
て
、
年
間
利
用
者
数
と
幼

児
向
け
の
遊
び
場
の
設
置
は
可
能
な
の
か
。

　
野
岳
湖
公
園
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
の
年
間
来
園
者
が

約
９
万
９
，
０
０
０
人
で
あ
り
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置
は
、
現
在
計
画

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
森
園
公
園
に
つ

い
て
は
、
１
日
当
た
り
の
来
園
者
は
３

０
０
人
程
度
と
推
計
し
て
お
り
、
遊
具

の
設
置
は
、
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た

再
整
備
計
画
で
計
画
し
て
い
た
が
、
諸

般
の
事
情
に
よ
り
計
画
を
凍
結
し
て
お

り
、
今
後
の
検
討
事
項
で
あ
る
。

都
市
整
備
行
政
に
つ
い
て

答

都
市
整
備

行
財
政
・
一
般

注
３

市
長
の
政
治
姿
勢 

「
新
市
庁
舎
建
設
」に
つ
い
て

答

●
岩
永 

愼
太
郎 

議
員

　
新
市
庁
舎
の
建
設
に
つ

い
て
は
、「
現
地
周
辺
を

建
設
予
定
地
」
と
す
る
と

の
結
論
が
示
さ
れ
た
が
、

市
庁
舎
建
設
意
見
交
換
会
な
ど
に
お
い

て
、
市
民
か
ら
は
「
市
の
都
市
軸
、
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
考
慮
す
べ
き
で
あ

る
」、「
未
だ
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

得
ら
れ
て
い
な
い
」
等
々
、
多
く
の
否

定
的
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
安

全
性
」、「
利
便
性
」、「
経
済
性
」、「
早

期
実
現
性
」
の
視
点
が
判
断
基
準
と
な
っ

て
い
る
が
、「
現
地
周
辺
」
が
優
位
と
な
っ

た
理
由
を
尋
ね
る
。

　
現
地
周
辺
を
選
定
し
た
理
由

に
つ
い
て
は
、
最
短
最
速
で
の

市
庁
舎
建
設
を
目
指
し
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
他
の
候
補
地
で
あ
る
新
幹
線
新

駅
前
で
建
設
し
た
場
合
は
、
民
間
へ
の

用
地
売
却
益
や
固
定
資
産
税
収
入
の
機

会
損
失
を
生
じ
る
ほ
か
、
古
賀
島
ス
ポ
ー

ツ
広
場
な
ど
の
場
合
は
、
既
存
施
設
の

解
体
費
を
要
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
建

設
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
全
体
的
に
考
え
、
現
地
周
辺
が
最

適
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

に
テ
ン
ト
の
常
設
を
検
討
す
る
。


